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「
ラ
ッ
パ
ず
い
せ
ん 

き
い
ろ
の
ぼ
う
し 

／
ラ
ッ
パ
ず
い
せ
ん 

み
ど
り
の
き
も
の 

…
」（
Ａ
・
Ａ
・
ミ
ル
ン
詩 

小
田
島
雄
志 

小

田
島
若
子
訳
） 

雨
が
続
き
よ
う
や
く
春
ら
し

く
な
っ
て
き
た
日
、
思
い
浮
か
ぶ
の
は
「
ラ
ッ

パ
ず
い
せ
ん
」
と
題
さ
れ
た
短
い
詩
。
も
う
少

し
季
節
が
進
み
、
畑
の
麦
が
日
に
日
に
伸
び
て

一
面
緑
に
な
っ
た
こ
ろ
、
口
を
つ
い
て
出
る
の

は
、「
時
は
春
、
／
日
は
朝
（
あ
し
た
）、
／
片

岡
に
露
み
ち
て
、
…
」
と
続
く
７
行
の
「
春
の

朝
」
（
ロ
バ
ア
ト
・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
詩 

上
田

敏
訳
）
。
学
生
時
代
、
国
語
の
教
科
書
で
出
会

っ
た
詩
は
ど
れ
も
生
真
面
目
で
難
し
く
て
苦

手
だ
っ
た
が
、
お
だ
や
か
な
景
色
が
眼
に
浮
か

ぶ
こ
の
詩
は
暗
唱
が
課
題
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
春
が
来
る
た
び
に
思
い
返
し
て
い
た
。 

幼
い
頃
に
親
し
ん
だ
の
は
「
マ
ザ
ー
グ
ー

ス
」
。
か
ご
に
乗
っ
て
月
よ
り
も
高
く
飛
ぶ
お

ば
あ
さ
ん
や
、
世
界
中
の
木
を
集
め
て
大
き
な

一
本
の
木
に
し
た
り
、
月
明
か
り
の
元
で
遊
び

お
ま
ん
じ
ゅ
う
を
焼
く
子
ど
も
た
ち
…
。
や
さ

し
い
言
葉
で
リ
ズ
ム
よ
く
語
ら
れ
る
唄
は
、
ど

れ
も
わ
く
わ
く
さ
せ
ら
れ
た
り
不
思
議
だ
っ

た
り
と
、
何
度
読
ん
で
も
あ
き
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
図
書
館
員
に
な
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ

ン
グ
の
研
修
会
や
図
書
館
員
の
勉
強
会
で
、

デ
・
ラ
・
メ
ア
や
ブ
レ
イ
ク
の
詩
の
暗
唱
を
聞

い
た
。
自
分
で
は
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
な
い
け

れ
ど
、
少
し
ず
つ
暗
唱
で
き
る
詩
を
増
や
し
て

い
き
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
片
木
） 

 

地 

下 

水 

おさるとぼうしうり 

スロボドキーナさく・え  

まつおか きょうこやく（福音館書店） 

むかし、帽子を頭の上に積み重ねて売り歩く

行商人がいました。 

 ある日、帽子うりが、大きな木の下で昼寝を

して目を覚ますと、頭には自分の帽子しかあり

ません。あちこち探し、木の上を見上げると、

枝という枝にさるがいて、さるというさるが帽

子をかぶっていました。帽子うりが、指をつき

つけ、帽子をかえしてくれというと、さるたち

も指をつきつけ、「ツー、ツー、ツー」。帽子う

りが両腕を振り回しても、足を踏み鳴らしても、

さるたちは「ツー、ツー、ツー」というばかり。 

 腹を立てた帽子うりが、帽子を地面に投げつ

けると、さるたちも帽子を地面に投げ落とすと

いう愉快な結末です。ミントグリーンを背景に、

オレンジや黒のきいた絵は鮮やかで、帽子うり

とさるたちのやりとりをユーモラスに描いてい

ます。読んでもらえば五歳位から。（竹内） 

がんばれヘンリーくん  

ベバリイ・クリアリー作  

松岡 享子訳（学習研究社）    

ヘンリーは小学３年生の男の子です。ある日、

ヘンリーは街角で犬を見つけ、アバラーと名付

けて飼うことにしました。バスに乗せて家に連

れて帰ろうとしますが、犬は乗せられないと断

られます。箱にアバラーを入れましたが、ふた

がないからとまた断られました。ヘンリーは考

え抜いた末、大きなショッピングバッグにアバ

ラーを入れ、紙とひもでおおいかくして、なん

とかバスに乗り込みました。ところがアバラー

は、バッグを破って出てきてしまいました…。 

バスの中での騒動にはらはらしますが、迎え

に来たパトカーで帰るヘンリーに大満足です。

他にも、グッピーが百万匹まで増えてしまった

り、アバラーの元の飼い主が現れたりと、次々

に起こる事件がユーモアたっぷりに描かれてい

ます。ゆかいなヘンリーくんシリーズ第１巻目。           

                （池之上） 

 

子どもの本だな 6 
このページは子どもたちにすすめたい本をとりあげています。本を選ぶときの参考にしてください。 



 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

 

お 
 
 
 

知 
 
 

ら 
 
 

せ 

４月・５月の移動図書館（いずれも木曜日です） 

４ 

月 

５ 

月 

10：30 

～11：00 

11：10 

～11：40 

14：30 

～15：00 

15：10 

～15：40 

16：00 

～16：30 

10 

日 

８ 

日 
塚森 
公民館 

 
福地 
三反長 
地域内 

米田 
公会堂 

竹広南 
公民館 

17

日 

15  

日 
岩見構下
公民館 

岩見構上
公会堂 

原池団地 
公民館 

山田 
掲示板
前 

原 
太田東地
区農村交
流センター 

24

日 

22   

日 
広坂 
公民館 

上太田 
公民館 

沖代 
地域内 

吉福 
公民館 

太子ニュ
ータウン 
公民館 

 

『１０１年目の孤独 希望の場所を求めて』 高橋 源一郎 著   
岩波書店 168 頁 2013 年 12 月刊 1,800 円  (請求記号) ﾀｶ 

 

 

著
者
の
次
男
は
、
二
歳
の
と
き
急
性
脳
炎
の
た
め
病
院

に
運
ば
れ
、
「
こ
の
ま
ま
亡
く
な
る
可
能
性
が
三
分
の
一
、

助
か
っ
た
と
し
て
重
度
の
障
害
が
残
る
可
能
性
が
三
分
の

一
」
と
宣
告
さ
れ
る
。
幸
い
、
次
男
は
奇
跡
的
に
回
復
し

た
の
だ
が
、
次
男
の
治
療
中
、
二
ヶ
月
間
医
療
セ
ン
タ
ー

に
通
い
、
亡
く
な
っ
て
い
く
何
人
も
の
子
ど
も
た
ち
や
そ

の
家
族
に
接
し
た
経
験
は
、
そ
の
後
の
著
者
の
生
き
方
を

変
え
た
。
社
会
的
に
「
弱
者
」
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
の
施

設
や
そ
の
人
た
ち
と
共
に
生
き
る
周
り
の
人
々
を
訪
ね
、

そ
の
営
み
に
つ
い
て
調
べ
る
日
々
が
始
ま
っ
た
。 

 

ダ
ウ
ン
症
の
子
ど
も
た
ち
の
絵
画
教
室
、
身
体
障
が
い

者
ば
か
り
の
劇
団
、
非
電
化
工
房
、
ク
ラ
ス
も
試
験
も
宿

題
も
な
い
学
校
。
不
治
の
病
の
子
ど
も
た
ち
の
ホ
ス
ピ
ス

で
は
、
四
歳
の
少
女
ベ
ア
ト
リ
ス
に
惹
か
れ
、
彼
女
の
父

親
に
話
を
聞
く
。
娘
に
「
わ
た
し
、
死
ぬ
の
？
」
と
聞
か

れ
「
誰
だ
っ
て
死
ぬ
ん
だ
よ
」
と
答
え
る
父
親
は
「
わ
た

し
は
ベ
ア
ト
リ
ス
に
嘘
は
つ
き
た
く
な
い
の
で
す
。
そ
れ

は
、
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。
彼
女
の
尊
厳
を

穢
す
こ
と
に
な
る
の
で
す
」
と
言
う
。
ま
た
、
ホ
ス
ピ
ス

で
牧
師
や
神
父
の
役
割
を
す
る
チ
ャ
プ
レ
ン
の
マ
ー
ク

は
、
ホ
ス
ピ
ス
が
悲
し
み
と
歓
び
の
両
面
を
あ
わ
せ
持
つ

「
光
に
満
ち
た
場
所
」
で
あ
り
、
悲
し
み
の
場
所
で
は
な

い
と
語
る
。 

 

著
者
が
訪
れ
る
施
設
は
、
ど
こ
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
、

決
し
て
ひ
よ
わ
な
「
弱
者
」
の
場
所
で
は
な
い
。
人
間
に

と
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
生
き
る
こ
と
が
い
か
に
大
切
か
、
も

し
明
日
、
自
分
や
家
族
が
障
が
い
を
持
つ
身
に
な
っ
た
と

し
て
ど
う
生
き
る
か
、
色
々
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
著
者

が
紹
介
す
る
人
々
に
会
い
た
く
な
り
、
彼
ら
に
つ
い
て
も

っ
と
深
く
知
り
た
い
と
思
わ
せ
る
一
冊
で
あ
る
。（
池
田
） 
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日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

4月の開館日

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

5月の開館日

開館時間の変更のお知らせ  

月曜日（第 2・4・5）の開館時間を 

10：00～18：00 に延長しました。 

カレンダーの×印は休館日です。開館は 10 時から

6 時まで。金曜日は午後 8 時まで開館しています。 

お  知  ら  せ 



（４） 

 


